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防犯性能の高い建物部品 



防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議 

平成14年11月設置：住宅等侵入犯罪へ建物の設備面で 対抗処置、防止     
                            警察庁、国土交通省、経済産業省 
             板硝子協会、日本ウインド・フィルム工業会、日本サッシ工業会、 

             日本ロック工業会、（社）日本シャッタ・ドア協会、 
                             （社）日本防犯設備協会  他 

平成15年  3月  防犯性能の高い建物部品の開発・普及の今後のあり方 
                        （中間取りまとめ） 

平成15年10月  建物部品の防犯性能の試験に関する規則 

平成16年  3月   防犯性能の高い建物部品の開発・普及の今後のあり方 
                            防犯性能の高い建物部品目録（15品目） 

平成16年 5月   「防犯性能の高い建物部品」の共通標票 





防犯性能の高い建物部品17品目  

(1)
(2)

ア ガラスドア（低層住宅用）
イ ガラスドア（ビル用）

ア 上げ下げ内蔵ドア（低層住宅用）
イ 上げ下げ内蔵ドア（ビル用）

(5)
(6)

錠
錠（１ドア２ロックセット）

イ シリンダー
ウ サムターン

ア 引き形式のサッシ（低層住宅用）
イ 引き形式のサッシ（ビル用）
ウ 開き形式のサッシ（低層住宅用）
エ 開き形式のサッシ（ビル用）
オ 折りたたみ形式のサッシ（低層住宅用）
カ 折りたたみ形式のサッシ（ビル用）
キ 上げ下げ形式のサッシ

(2)
(3)

(5)

(2)
(3)
(4)

１.ドア関係
ドア（Ａ種）　・・・　主として３階建以下の低層住宅用ドア
ドア（Ｂ種）　・・・　主としてビル・マンション用のドア

(3)

ガラスドア　・・・　主として勝手口用のガラス部分の大きいドア

(4)

上げ下げ内蔵ドア　・・・　主として勝手口用のガラス部分が上下に動くドア

引戸　・・・　玄関用の引戸
ガラス引戸（自動を含む）

(7)

錠、シリンダー及びサムターン

ア

２.窓関係

(1)

サッシ

ガラス
ウィンドウフィルム

(4)
雨戸
雨戸（２分仕様）
面格子

(6)
窓シャッター
窓シャッター（２分仕様）

軽量シャッター
オーバーヘッドドア
シャッター用スイッチボックス

３.シャッター関係

(1)
重量シャッター
重量シャッター（特に防犯性能の高い重量シャッター）

 （3６５０種） 

H19.5.31現在 

電気錠が追加 



機能ガラス 

１．強化ガラス  強化加工は、フロートガラスの表面に圧縮応力層を形成させるとい
う原理で、熱強化や化学強化が実用化されている。 

２．合わせガラス  ２枚またはそれ以上のガラスの間に、透明で接着力の強い中間膜
をはさみ、油圧または空気圧のオートクレーブ（圧力がま）に入れ、
120～130℃、約15Kg/cm2で加熱圧着して作られる。  

３．複層ガラス  複層ガラスは、２枚の板ガラスをスペーサー（アルミ角材製が主）で
一定の間隔に保ち、その周囲を封着剤で密封することによって作ら
れる。 

４．熱線反射ガラス 金属膜を薄膜加工によりフロートガラスにコーティングしたガラス。
日射を反射・吸収することで冷房負荷を軽減することができる。  

５．鏡  鏡もフロートガラスから作られる。 

・一次製品に、さまざまな加工を施して作られるガラスを「機能ガラス」と呼ぶ  



 板ガラスの分類(機能による分類） 

「すりガラス」「熱線吸収ガラス」「鏡」「高透過ガラス」「熱線反射
ガラス」「型板ガラス」「装飾合わせガラス」  

意匠・デザインガラス  ８ 

「網入りガラス」「（網の入っていない）防耐火ガラス」  防火性能  ７ 

「合わせガラス」「異厚複層ガラス（２枚のガラスの厚さが違うも
の）」  

防音効果  ６ 

「防犯合わせガラス」「防犯合わせ複層ガラス」  防犯性能の高いガラス  ５ 

「強化ガラス」「合わせガラス」  防災・安全ガラス  ４ 

「複層ガラス」「高断熱複層ガラス」「遮熱複層ガラス」  結露防止効果  ３ 

「遮熱複層ガラス」「熱線反射ガラス」  日射遮蔽性能の高いガラス  ２ 

「複層ガラス」「高断熱複層ガラス」「遮熱複層ガラス」「熱線反射
ガラス」  

断熱効果の高いガラス  １ 

・ガラスの種類を、機能に注目して分類すると以下のようになる。  



板ガラスの日本工業規格  

・現在、板ガラスについては以下のJISが規定されている。 
 （※は、JISマーク指定商品。）  

（JIS番号）              （名称）  

JIS R3202  フロート板ガラス及び磨き板ガラス  

JIS R3203  型板ガラス  

JIS R3204  網入板ガラス及び線入板ガラス  

JIS R3205  合わせガラス※  

JIS R3206  強化ガラス※  

JIS R3208  熱線吸収板ガラス  

JIS R3221  熱線反射ガラス  

JIS R3209  複層ガラス※  

JIS R3220  鏡材  

JIS R3222  倍強度ガラス  



9）「ガラスの防犯性能に関する板硝子協会基準」  

「打ち破り」  を対象にした仕様基準 

規格 仕様例 

Ｐ１Ａ FG３＋F0.76＋FG３ 

FG５＋F0.76＋FG５ 

FG３＋F1.52＋FG３ 

FG５＋F1.52＋FG５ 

FG３＋F2.28＋FG３ 

「こじ破り」 を対象とした仕様基準 

規格 仕様例（単板ガラス） 

ＦＧ；フロートガラス      Ｆ；フィルム 数字の単位；mm 

（注）フィルムの厚さの単位にｍｉｌを使うことがある。 １ｍｉｌ＝１／1000インチ 

      0.76mm＝30mil 

Ｐ１Ｋ 
 ドライバーを使ったこじ破りに対し、防犯性能 

 を期待できない 

 補助錠との併用によって、ドライバーを使った 

 こじ破りに対し、防犯性能を期待できる 

 ドライバーを使ったこじ破りに対し、防犯性能 

 を期待できる 

FG３＋F0.38＋FG３ 

FG３＋F0.76＋FG３ 

FG３＋F1.52＋FG３ 

防犯性能 

9000mm  3回 

9000mm  9回 

鋼球（約4.11ｋｇ）の落下高さと回数 

1500mm  3回 

3000mm  3回 

6000mm  3回 

Ｐ２Ｋ 

Ｐ３Ｋ 

Ｐ２Ａ 

Ｐ３Ａ 

Ｐ４Ａ 
Ｐ５Ａ 



ガラスの防犯性能  

１．ガラスの防犯性能についての考え方 
 
 
 １．一戸建て住宅の場合、空き巣の侵入方法の約７割がガラス破りに 
            よるものである。 
 
 ２．ガラスの防犯性能を測る基準としては 
   「侵入できる状態になるまでの時間」を測って、一定時間以上侵入 
         を防止できるガラスいわゆる「破りにくい」ガラスを、防犯性能の 
            高いガラスと定義している。 
 
 ３． 「侵入できる状態になるまでの時間」 ＝５分が目安 
   ・ガラスの防犯性能に関する板ガラス協会基準 
   ・「官民合同会議」の基準 



   ２．空き巣の侵入方法 ３．侵入をあきらめる時間 



各種板ガラスの防犯性能 

１．ガラスの種類と防犯性能 

１．フロートガラス 

 近年、複層ガラスの普及が進んでいるが、今なお一般的な住宅の窓ガラスは 

ほとんどフロートガラス１枚（特に3mm厚）であることが多い。 

 フロートガラスはどの侵入手口においても数秒で破られるケースが多いので、 

防犯性能はないと言ってよい。  

 フロートガラスの破砕形状 



２．複層ガラス 

 一般の複層ガラスは２枚のフロートガラス（3mmが多い）の間に スペーサーをはさんで密
封したものであり、２枚ある分多少は時間がかかるが、それでも数秒×２の話なので、防犯性
能は低い  

複層ガラスが破られた状態 



３．強化ガラス 

 1）強化ガラスは、安全ガラスとして使われている。まず強度が通常のガラスの３倍 

      あるので、人体が衝突しても割れにくい。 

    強化ガラス特有の割れ方（こなごなに砕ける）をするため、人体への損傷が少な 

      くて済むという利点がある。 

 2）ライフハンマー等の先端のとがった治具を用いると、大きな力を加えなくても、 

     簡単にこなごなに破壊することができる。 

強化ガラスの破砕形状 



４．網入り板ガラス 

 
1）網入り板ガラスの用途は、建築基準法等における防火設備に使用するガラスとして 
   の用途が主である。  
2） 網がガラス内部に封入されていることで、ガラスの強度そのものは通常のフロートガ 
   ラスより弱く、しかもガラスが脱落しないので音をたてずに簡単に破ることができると 
   いう点で、非常に侵入しやすいガラスだと言える  

網入りガラスが破られた状態 



 合わせガラス（中間膜３０ミル）の断面 

５．防犯合わせガラス 

「ガラスの防犯性能に関する板硝子協会基準」 

「官民合同会議」において認定 
防犯合わせガラス 

中間膜（ＰＶＢ）の厚さが３０ミル（０．７６ｍｍ）以上のもの 

（１ミル＝１/１０００インチ＝０．０２５４ミリ） 

「防犯ガラス」の販売  ：  Ｈ１３年秋 

板硝子協会基準       ：  Ｈ14年3月 

官民合同会議          ：  Ｈ16年4月 

防犯ガラスマーク      ：  Ｈ15年5月 

＜経緯＞ 



６）ガラスの見分け方  

 １．Ｈ13年7月以前に竣工した建築物には、防犯合わせガラスは入っていない 
  
 ２．Ｈ１５年8月以降は、商品マーク（シール）が目印となる。 
     また合わせガラスの場合はＪＩＳマークと商品名が刻印されている。 
     （ガラス自体にサンドブラスト又は腐蝕） 
  
 ３．Ｈ１５年5月以降は、上記の他、板硝子協会基準による「防犯ガラスマーク」  
      （シール）が貼付されている。  

「防犯ガラスマーク」 



７）「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会
議」における試験方法 

（犯罪手口に応じた試験方法）  

１．打ち破り試験 

 バールによりクレセント付近及び補助錠付近の２ヶ所に計７回の打撃を加えて、手首を差
し込むことが可能な開口部を開けて手首を差し込み、サッシを開く方法 により行い、サッシ
が開かなかったものを合格とする。またこの手口が音を気にせず短時間で侵入する手口で
あることから、７回の打撃は１分間以内で行う。 



３．焼き破り試験 

 携帯用バーナーを用いてクレセント付近及び補助錠付近を攻撃し、手首が挿入可
能な程度の穴を開け、クレセント及び補助錠をはずして外障子の窓が開くまでの時間
を測定し、5分以上要した時に合格とする。なおこの方法自体音が出ないものなので
音圧は測定しない。なおいずれの試験も、安全上の配慮から、直径７５ｍｍの球状の
判定治具を用いて、開口を判断する方法を取っている。  

 

 

２．こじ破り試験 
 
   手口は、ドライバーを差し込みこじ破る方法により行う。攻撃はクレセント付近及 
び補助錠付近のこじ破りを行い、手首が挿入可能な程度の穴を開けて、手首を 差し
込み、クレセン ト及び補助錠を開錠する。この後外障子が開くまでの時間を測定し、 
5分以上要した時合格とする。なおこの手口はできるだけ音をたてずに侵入する手口
であることから１ｍ離れた位置で音圧を測定し、90ｄBを超える音が発生したら20秒
間攻撃を停止する。 



8）建築用板ガラスの一般的施工・取り付け方法  



住宅盗の侵入部位 

     開口部 
（出入口･窓･換気扇口等） 



開口部の強化 

防犯性能の高い建物部品 
ＣＰ部品 

住人以外は簡単に入れない対策 



侵入に対し５分間耐える 

そのために先ずＣＰ部品等で 

開口部を強固に 

侵入警報（威嚇）装置は二の次 

効果ある対策 



お わ り 

ご静聴ありがとうございました 



平成１６年の警察白書 

街頭犯罪・侵入犯罪を抑止するための総合対策 

③防犯設備関連業界との連携 
 ・・・・・・・・・・・・・・・ 
 こうした中、（社）日本防犯設備協会において運用されている 
 防犯設備士、総合防犯設備士は、防犯設備の設計、施工、 
 維持管理に関する専門的な知識・技能を有する専門家として 
 活躍しており、今後の防犯対策に大きな役割を担う者として 
 期待されている。警察では、環境設計活動、防犯相談、防犯 
 診断等の際に、防犯設備士等の支援を求めることができる 
 よう協力体制の確保に努めるとともに、国民のニーズに的確 
 にこたえていけるよう、防犯設備士等に対する研修の充実等 
 を働き掛けている。 



平成１７年６月開催 

第５回犯罪対策閣僚会議（２回/年） 

安全・安心まちづくり全国展開プラン 

２）住まいと子どもの安全確保 
 
⑪防犯住宅の整備における防犯設備士の積極的な活用 
 
  防犯設備士に対する教育訓練やその組織化を支援すること   
  により、防犯診断、防犯講習における防犯設備士の活用を  
   積極的に進めるとともに、安全・安心なまちづくり に関して 
   総合的・専門的な助言を行う防犯設備士の養成を促進する 
   



防犯ガラスの基礎知識 

1）板ガラスの分類(製法による分類） 

一次製法 

ロールアウト法 ①型板ガラス ②網入り・線入り板ガラス 

 

フロート法 ③フロート板ガラス 

 （すり板ガラス、高透過ガラス、熱線吸収板ガラス） 

１．板ガラスの一次製法による分類  



2009/12/13 28 ガラス破り   59.7 ％ 錠開け（ピッキング） 83.9 ％ 

侵入盗の侵入方法と侵入場所 



ドライバー バーナー パチンコ玉 バール 

単板（ﾌﾛｰﾄ）ガラス 20～30秒 約1分30秒 10～40秒 × × 

網入りガラス 約1分 ー ー × × 

強化ガラス 約20秒 ー ー 数秒 ○ △ 

複層ガラス 約2分 約3分40秒 10～40秒 △ ○ 

合わせガラス 約1～4分40秒 約2分～6分30秒 10～40秒 △ ○ 

出典；「侵入盗の実態に関する調査報告（１）」（平成6年2月  （財）都市防犯研究センター） 

ガラスの種類と実験結果 

所要時間 
騒音 総合評価 

共同住宅の防犯設計ガイドブックー240 



Ⅰ目的 
 
 
 

Ⅱ内容 

1)錠前の基礎 1．錠前の名称と形状 
  ２．錠の種類と形状 
  ３．不正開錠の手口と対抗策および錠に関する規格・法規 
 
2）防犯ガラスの基礎 １．板ガラスの分類と製法 
  ２．板ガラスの種類による防犯性能 
  ３．板ガラスの規格・法規 

「防犯性能の高い建物部品の知識」の習得 

｢防犯設備機器の専門家」  ｢防犯相談にのれる防犯の専門家」 


